
 

留学経験者アンケート 

 

① 留学先について 

都市名  フィレンツェ 

留学先  ACCADEMIA D’ARTE – FIRENZE 

学んだ分野  テンペラ画  

留学期間  2014 年 5 月～2015 年 1 月  

留学形態  自己手配  

 

②  留学の動機  

留学に至った動機を教えてください。また、イタリアを選択した理由、他国との比較、決め手になったこ

となどお答えください。 

以前、旅行で訪れた時に、きれいな街並みに魅了され、またもう一度行きたいと思った

為。そして、一番勉強したかったテンペラ画において中世時代のテンペラ作品が数多く残

っている国なのでイタリアに決めました。 

 

③  留学前の準備期間、言語の勉強方法  

留学を思い立ってから実際に現地へ出発するまで何か月くらいの準備期間が必要でしたか？  

半年くらい前から航空券の手配をしたり、本格的に準備をしました。 

 

準備期間中にいちばん大変だったことも教えてください。 

ビザ申請でイタリア大使館に提出する必要書類をそろえるのが大変でした。 

 

留学前に英語またはイタリア語をどれくらい勉強しましたか？その際に語学試験を受験した場合は試

験名もお答えください。 

専門学校で約 1 年間イタリア語を勉強しました。 

専門学校から 4 年間のブランクがあったので、教科書をもう一度開き、少し復習をしまし

た。語学試験は受けていません。 

 

留学先で学んだ内容について、留学前にどの程度の技術を習得していましたか？ 

日本では美大で日本画を専攻していたため、テンペラ画はまったくの初心者でした。現地

で絵の具の溶き方等、一から教わりとても勉強になりました。 

 

 

④  情報収集方法  
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留学についての情報収集はどのようにしましたか？ 

ほとんどインターネットです。いろいろな学校の HP を見ました。現地に住むイタリア人、日

本人の友人に街の状況をよくきいていました。 

 

留学先選択時に重視した情報を教えてください。 

教師のプロフィールとコース内容  

 

⑤  出願・入学試験  

出願時に提出した書類と、提出方法を具体的に教えてください。 

オンラインで申込み、入学証明書を郵送してもらうように手配をしました。 

 

入学試験を受けましたか？またその内容を教えてください。 

入学試験は受けていません。 

 

⑥ 学費、生活費等  

留学中にかかった学費（＋諸経費）の総額はおよそいくらでしたか？どのような支払方法が便利でした

か？ 

学費は絵画の学校と語学の学校合わせて 50 万円くらいです。郵便局の国際送金が便

利です。 

 

学費以外の生活費（住居費、食費、光熱費、教養・娯楽費など）の、１か月平均額または留学期間

全体の金額、及び内訳を教えてください。 

家賃（シングルルーム、イタリア人家主と同居）335€、光熱費は約 30€、食費 100€前

後、娯楽費 50€前後、月平均 500€くらいで生活していました。 

 

 

⑦  授業等  

授業の特徴や受講した感想や工夫、苦労した点を教えてください。 

テンペラ画で受講していましたが、自由度の高い学校だったので、興味のあるフレスコ画

などもやらせてもらえました。週 1 くらいのペースでモデルさんも来ていたので、モデルデッ

サン等もやりました。 

 

語学コースは受講しましたか？期間はどのくらいで１日何時間くらい受講しましたか？  

３か月間だけ通いました。午前中 3 時間のレッスンでした。 

 

留学先の施設は充実していましたか？また、授業外でも自主的に利用することはできましたか？ 

画材がとても充実していました。テンペラ画の画材において絵画表現の実験が存分にで

きました。 
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コンサートや美術展に行くあるいは参加するなど、クラス外で、留学目的に関連する活動を行いました

か？ 

美術館にはよく通いました。ウフィツィカードというカードがあり、年会費を払えばフィレンツ

ェの主要な美術館は無料で観てまわれるので、それを購入しました(大人 70€,26 歳以下

40€)。混雑し、入るまでに待ち時間が発生する美術館も、並ばずに優先的に入館できま

す。 

 

クラスの人数や年齢層、学生の専門分野における能力レベルはどのようでしたか？ 

夏の時期は人が多かったですが、基本的に少人数でした。（５人前後） 

欧米系の人が多く、20～50 代くらいの幅広い年齢層でした。 

学生は入門レベルです。 

 

先生とのやり取りでよかったこと、大変だったことはありましたか？  

言葉の壁はありましたが、先生が実際に絵の具を溶いたり、デモンストレーションをしてく

れたりしたのでわかりやすかったです。 

質問する時は電子辞書を使いながらの時もあり大変でした。 

 

⑧ 住居  

住まいについて教えてください。 

シングルルームのアパートでした。最初の４ヶ月間住んでいたところは中心街から少し遠

かったので、途中で引っ越しました。 

 

住居を決めた際の基準や、探した方法を教えてください。  

家賃のコストパフォーマンスが高い物件をインターネットで探しました。また、学校から通

いやすい距離であるかどうかも選ぶ基準でした。 

 

住居でトラブルはありましたか？あった場合、どのように対処しましたか？  

最初のアパートで鍵を失くしてしまい、大家さんが近郊に外出していた為、連絡をとるの

に大変でした。これをきっかけにイタリアの携帯も購入しました。大家さんはとても優しい

方だったので怒ったりもせず落ち込む私を励ましてくれました。 

 

⑨ 現地生活状況･治安状況・健康管理・各種相談先など 

日本から調達・持参していった方が良いものと、現地で調達したほうがよいものがあれば教えてくださ

い。 

近郊を旅するのであれば旅行本を持っておくと便利です。電子辞書もあると困らないと思

います。日やけ止めやサプリメントは現地でも売っていますが、自分が使い慣れている物

を持参した方が良いです。 

画材は学校に揃っていました。 
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校内・校外で問題があったとき、誰に相談しましたか？また、どのように解決しましたか？ 

現地に住む日本人の友人に相談したり、情報交換をしたりしていました。 

 

現地の人（学生に限らず）や他の留学生との文化的摩擦、トラブルの経験や、異文化の中で気をつ

かった点はありましたか？ 

語学学校では、アジア系、中東系の学生も多くいて、彼らの色々な習慣を見聞きしていま

した。基本的に相手を尊重する姿勢で常に接していました。 

 

現地の治安状況についてどのように情報収集しましたか？また治安状況を踏まえて気をつけた点に

ついて教えてください。 

インターネットや友人からの情報が頼りでした。 

 

犯罪や危険な目にあったことはありましたか？その際どのように対処しましたか？ 

犯罪は特にありませんでした。 

危険な経験については、年明けの時、どこも爆竹の嵐でした。ガラス瓶も投げつけたりす

るので、外にいると危険です。私は友人宅で年越しパーティーをしていました。そういう時

は屋内にいることが安全だと思います。 

 

どのような保険に入っていましたか？留学先校など現地で保険の指定はありましたか？ 

1 年間の留学保険に加入しました。ビザ申請で英文の保険加入証明書が必要だった

為、保険会社にお願いして作成してもらいました。 

 

日本またはイタリアで予防接種・健康診断を受けた場合、その内容をお教えください。  

特に受けていません。 

 

現地の医療サービスを受けましたか？またその場合、気をつけるべき点があれば教えてください。 

特に受けていません。現地では虫歯の治療等でも高額になる為、なるべく渡航前に治せ

るものは治してから行くことをオススメします。 

 

⑩ 帰国経験と進路、仕事、学業との関係  

現在の状況について、差し支えない範囲で教えてください。 

イタリア留学中に幸運にもミラノ万国博覧会で働く機会を得ました。今まで学んできたイタ

リア語、英語を存分に活かすことができたと思います。 

帰国してからは作家活動を続けています。 

 

留学経験はどのように活かされていますか？あるいはどのように活かす予定ですか？  

テンペラ画技法の習得で渡航しましたが、技術向上云々の問題ではなく、色々な街に行

き、人と出会い良い刺激を受けました。この経験は私にとって財産であり、制作への原動

力になりました。今後もこの経験をいかし、絵画制作を進めてまいりたいと思います。 
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⑪ 後輩へのアドバイス 

これまでの留学準備と留学生活を振り返って、これから留学を考えている後輩へのアドバイスをお願

いいたします。 

時間は有限です。留学中は学びたいものを集中的に学び、思い残すことのないように楽

しんでください。世界中に友達ができるし、積極的に行動する力を養えると思います。なに

よりもその経験が宝物になるのは間違いありません。 

日本の文化、習慣、社会や政治面でももっとよく知ること。必ず日本のことを聞かれま

す。ちゃんと答えられないと恥かしい思いをしますよ。 
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